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「

オ

リ

ジ

ナ

ル

」

（
第

十
一
回

）

先

日

、
文
化

の

森
の
2
1世

紀

館

で

私

は

役
者

を

演

じ

、
拍
手

喝

采

を
浴

び

た

。
俳

優

に

な
っ
た
わ

け
で

は

な

い

。
演

劇

ワ

ー

ク

シ

ョ

ッ
プ

に

参

加

し

た

の

で

あ

る

。
二

Ｉ

ル

サ

イ

モ

ン

作

の

父

親

役

を

、
私

は

端

正

な

語

り

と

か

っ
こ

よ

い
仕

草

で

演

じ

た

と

こ

ろ

、

「

阿

波

弁

の

ひ

ょ

う

き

ん

な

演

技

で

個

性

的

」

と

の

コ

メ

ン

ト

を

頂

い

た

。

的

確

な

指

導

を

す

る

の

は

、
脚

本

・

演

出

家

の

内

藤

順

子

先

生

。

東

京

で

演

劇

活

動

を

行

い

、
徳

島

の

劇

団

【
乏
一
白

】

教

え

て
い
る

。
こ
の

た
び

、
子

供

の
個

性

に
合

わ
せ
た

オ
リ
ジ
ナ

ル

作

品
「
2
1

世

紀

へ

の

マ

ー
チ

」
が

、
全

国

ミ

ュ
Ｌ

ン

カ

ル
コ

ン

ク

ー
ル

で

ベ

ス

ト

３

に

選

出

さ

れ

た

。
大

人

の

劇

団

ば

か

り

の

中

で

、
ま

さ

に

快

挙

―
・
４

月

に

は

３

劇

団

が

宝

塚

市

で

入

賞

記

念
公

演

を
行

う

。
ス
ト

ー
リ

ー
は

子

供
達

が
お
互

い
に

友

人

を

思
い
や

り

成

長

し

て
い
く

物

語

。
私
は

実

際

に

公

演

を

観

た

が

、
生

き

生

き

と

し

た
彼

ら
の

表

情

が
印

象

的
だ
っ
た

。

さ

て
、
2
0世
紀

の

日

本

を

振

り

替
え

る
と

、
経

済

性

が
重

視

さ
れ

個
人

よ

り
も

組
織

が
優

先

さ

れ

た

。
今

や

2
1
世

紀

。

人

々

の

関

心

は

、
社

会

の

発

展

や

成

長

か

ら

個

人

の

健

康

・
娯

楽

な

ど

に

移

っ
た

。
し

か

し

、
個

人

主

義

が

は

き

違

え

ら

れ

勝

手

主

義

が

ま

か

り

通

っ
て

い

る

。

こ

の

ま

ま

で

は

日

本

の

将

来

が

不

安

だ

。
今

後

、
若

者

に

求

め

ら

れ

る

も

の

は

、
知

能

指

数
（
一
〇

）

よ

り

も

む

し

ろ

感

情

指

数

（
ｍ

Ｏ

）
。
基

本

的

ル

ー

ル

や

マ

ナ

ー

を

遵

守

し

個

を

尊

重

し

あ

い

な
が
ら

、
2
1世

紀
へ
の
オ

リ
ジ

ナ
ル
の

技

を

追

求

し
て
い
っ
て

欲
し

い
、
な

ど

と
タ
ッ
プ

ダ
ン
ス
を

踊

る

子

供
達

を

見

な

が
ら

考
え

て
い
た
。

（
徳

島
大

学

附

属

病
院

内

科

医

師
）
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